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The Grand 3の世界へようこそ
このたびは Steinberg The Grand 3をお買い求めいただきまして、まこ

とにありがとうございます。

The Grand は、これまでのバージョンで、世界をリードするバーチャ

ルピアノの一つとしてその地位を確立しました。そして、2009 年の現
在、The Grand は、第 3のバージョンで今日のバーチャルピアノソフ

ト市場の最前線をさらにリードします。

The Grand 3を購入された今、お客様は、上質なピアノ 5台を 1 つにま

とめた豪華なバーチャルピアノセットのオーナーです。これらのピア
ノは、どれも、プロフェッショナルな要求に応えるため、完ぺきな状

態で録音され、現在の水準では他に類のない、驚異的なサウンドクオ
リティーを備えています。Yamaha C7、B ösendorfer 290 Imperial、

Steinway D という代表的なグランドピアノに加え、定番の Yamaha
CP80 エレクトリックグランド、そして、個性豊かな Nordiska のアッ

プライトピアノが収録されています。これにより、バーチャルピアノ
の色彩と魅力をフルレンジで装備した製品が実現しました。

精密に設計されたサンプル アーキテクチャーと最新のレコーディング
テクノロジーを利用して生まれた The Grand 3 は、単にサンプルを再

生するだけのソフトではありません。途中で途切れたりすることなく、
音の長さにフル対応した、自然なサステインとディケイを備え、演奏

者の個人的なクセにもきちんと応答する楽器です。ペダルの踏み分け
やハンマーの音、打鍵音も含め、アコースティックピアノのサウンド

を完ぺきに再現してくれます。メリットはこれで終わりではありませ
ん。使用しているシステムの効率をさらに上げるため、The Grand 3 に

は、ECO モードと RAMセーブテクノロジーが装備されています。こ
れにより、状況に応じて、メモリーの消費とプロセッサーへの負荷を

減らすことができます。

バーチャル ピアノを選ぶ場合、ミュージシャンにとっても、アレン

ジャーや作曲家にとっても、The Grand 3は、まず、選択肢のトップに
来ることでしょう。息を飲むほどのリアリティー、けた外れのダイナ

ミックレスポンス、そして、ここまで広く深い響きは、Steinberg が発
案、設計した、このバーチャルピアノソフトで初めて実現されたもの

です。

Cubase 5 には、VST3 ベースでは世界で初めて、畳み込み演算を利用し

たリバーブ プロセッサー REVerence が付属しています。この The
Grand 3 にも、同じテクノロジーが採用されています。このため、ただ

スイッチを切り替えるだけで、歴史的な大聖堂やライブコンサートな
どでピアノを演奏しているかのように、空間的な響きを変えることが

できます。また、アルゴリズムに基づいたリバーブも、60 以上のプリ
セットと共に用意され、アコースティックな環境を自由に探求できる

ようデザインされています。

単体アプリケーション（スタンドアローンバージョン）の The Grand

3 は、ホストプリケーションなしで使用できるので、ライブパフォー
マンスなどに役立ちます。このバージョンには、独自のメトロノーム

が備わっていると共に「スクラッチパッド（Scratch Pad）」という、ユ
ニークな機能が搭載されています。この機能を利用すると、思いつい

たアイディアをすぐに保存できます。

MySteinberg ウェブサイトにアクセスし、お買い求めになった製品を

登録してください。オンラインサポートやその他のサービスを受ける
には、登録が済んでいる必要があります。また、よろしかったら、

www.cubase.net のオンラインフォーラム（英語とドイツ語）の The
Grand 3 コミュニティーにもご参加ください。

The Grand 3 によって音楽的なインスピレーションがさらに広がるこ
とをお祈りしています。

Steinberg The Grand チーム一同

キーボードショートカットの表記について
The Grand 3 のキーボードショートカットの多くは「修飾キー」と呼

ばれる命令用のキー（modifier key）と共に使用されます。このキーは
オペレーティングシステムによって異なります。例えば、取り消し操

作の既定（デフォルト）キーボード ショートカットはWindows の場
合、[Ctrl] - [Z] ですが、Mac OS では [command] - [Z] です([command]

はアップルマークのついたキー )。

本書では、修飾キーを伴うキーボードショートカットを記述する場合、

まず、Windows の修飾キーを挙げ、次のように記載します。

[Windows 修飾キー ]/[Mac OS修飾キー ] - [ キー ]

たとえば、[Ctrl]/[command] - [Z] と表記されている場合、Windows で
は、[Ctrl]キー、Mac OS では[command] キーを押した状態で [Z] キー

を押すことを意味します。

同様に、[Alt]/[option] - [X] と記載されている場合、Windows では [Alt]

キー、Mac OS では [option] キーを押したままで、[X] キーを押すこと
を指しています。また、上記の [Z]、[X] など、アルファベットや数字

で表記されたキーは半角英数字を意味します。

本書では、右クリックを使った操作が出てくることもあります（コン

テキストメニューを開くときなど）。Mac でシングルボタンのマウス
を使用している場合は、[Ctrl] キーを押した状態で、該当する要素をク

リックしてください。
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Steinberg ウェブサイトにアクセスするには
The Grand 3パネル（ウィンドウ）内、右上にある Steinberg ロゴをク

リックすると、追加情報やヘルプ文書を参照するためのポップアップ
メニューが表示されます。 

• ここには、Steinberg ウェブサイトにある、さまざまなページへのリ
ンク項目があります。項目を選択すると、自動的にウェブブラウ
ザーが起動され、該当するウェブページが表示されます。
この機能を利用するには、コンピューターにウェブブラウザーがイ

ンストールされ、インターネット接続が適切に機能する必要があり
ます。

Steinberg のウェブサイトには、製品情報のほか、サポート情報、デ
バイスの互換性に関する情報、よくある質問とその回答集（FAQ）、

各種ドライバーのダウンロードページへのリンクなど、さまざまな
情報が用意されています。 

• ヘルプ項目を選択すると、オンラインヘルプが表示されます。 

• また、メニュー内には、製品登録用の項目もあります。
詳細については、7 ページの『製品を必ず登録してください』を参
照してください。

インストール
TheGrand 3 をインストールする前に、以下をお読みください。

USB-eLicenser (Steinberg Key)
The Grand 3を含めて、Steinberg 製品の多くには、USB-eLicenser とい

う、ハードウェアのコピープロテクションデバイスが使われます。こ
のキーは「ドングル」と呼ばれることもあります。The Grand 3 を使用

するには、コンピューターに USB-eLicenserが接続され、そのキーに適
切なライセンスデータが記録されていなくてはなりません。また、基

本的に、そのライセンスは「アクティベート」されている必要があり
ます。

USB-eLicenser は TheGrand 3とは別個の製品です。The Grand 3
の製品パッケージには含まれていません。

USB-eLicenser

USB-eLicenser は、Steinberg ソフトウェアのライセンス データを保

存する小さなUSB デバイスです。プロテクションキーが必要な、すべ
ての Steinberg 製品で、同じタイプのデバイスを使用しています。1 つ

のデバイスに複数のライセンスを保存したり、複数のデバイス間でラ
イセンスを（一定の範囲内で）転送したりすることもできます。

The Grand 3 の製品パッケージにはアクティベーションコードの記載
された“Essential Product License Information”カードが入っています。

The Grand 3 を無期限に使用するには、このコードを使って、ライセ
ンスのアクティベーション操作を行なう必要があります。これは、ラ

イセンスデータをダウンロードして、コンピューターに接続された
USB-eLicenser に記録するものです。

“License Control Center”を使うと、接続されている USB-eLicenser
に記録されたライセンスを確認できます（Windows の場合はタスク

バーの［スタート］ボタン＞すべてのプログラム＞「Syncrosoft」メ
ニュー内に、Mac OS の場合は“アプリケーション”フォルダー内にあ

ります）。

ライセンスをアクティベートするには、“Syncrosoft License Control

Center”の“License DownloadWizard”を起動し、画面の表示に従っ
て操作してください。 

• コピープロテクトされた、他のSteinberg 製品を使用している場合、
それらのライセンスデータを１つの USB-eLicenser に転送してまと
めることもできます。USB-eLicenser が使用する USBポートを 1 つ
だけにできるので便利です。
ライセンスをUSB-eLicenser の間で転送するには、“License Control
Center”の“LicenseTransferWizard”を起動し、画面の表示に従っ

て操作してください。

必要な動作環境
The Grand3 を使用するには、少なくとも、以下の環境が必要です。

Windows 
• WindowsXP (SP2) / Windows Vista 

• Pentium/Athlon2.0GHz デュアルコアモバイル（2.5GHz 推奨）

またはデュアルコア 2.0GHzプロセッサー（3GHz推奨） 

• RAM: 2GB RAM (3 GB推奨 ) 

• HDD: 32 GB 以上の空き容量 

• ディスプレイ: 1024 x 768 ピクセル(1280 x 800 ピクセル推奨) 

• オーディオデバイス : Windows DirectX対応オーディオデバイス
（低レイテンシーのパフォーマンスには ASIO 対応オーディオデバ

イス推奨） 

• デュアルレイヤー対応 DVD-ROMドライブ 

• USBソケット: USB-eLicenser 接続用 

• USB-eLicenser 

• インターネット接続環境:ライセンスアクティベーション等
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• VST2、VST3、または ReWire対応ホストアプリケーション：

The Grand3 をプラグインまたは ReWireスレーブデバイスとして使
用するため。VST は Cubase SX3、Cubase 4、Cubase 5、Nuendo 4、

AbletonLive 8および SONAR 8で確認済み。

Mac OS 

• MacOS X 10.5 

• PowerMac G5Dual 2.0GHz または Intel Core Duo 2.0GHz プロセッ
サー（Intel Core Duo 以上推奨） 

• RAM: 2GB RAM (3 GB推奨 ) 
• HDD: 32 GB以上の空き容量 

• ディスプレイ: 1024x 768ピクセル(1280 x 800ピクセル推奨)  
• オーディオデバイス : Core Audio対応デバイス 

• デュアルレイヤー対応 DVD-ROMドライブ 

• USBソケット: USB-eLicenser接続用 

• USB-eLicenser 
• インターネット接続環境: ライセンスアクティベーション等 

• VST2、VST3、AU、または ReWire 対応ホスト アプリケーション：
The Grand 3 をプラグインまたは ReWire スレーブデバイスとして

使用するため。VST および AUは Cubase SX3、Cubase 4、Cubase 5、
Nuendo 4、Ableton Live 8 および SONAR 8で確認済み。

The Grand 3をインストールする

The Grand 3 の製品パッケージには、インストール用の DVD が数枚、
入っています。これは、The Grand 3 のコンテンツが膨大で、すべて

をインストールには、何枚もの DVDが必要なためです。インストール
の際には、各ディスクを順番に挿入する必要があるので、あらかじめ、

すべての DVD を用意しておいてください。

インストール操作には、比較的、時間がかかります。ただし、特
定のピアノモデルのみをインストールすることで、インストール
の時間を短くすることもできます。また、インストール操作の際、
インストールされるコンテンツを選択することもできます。
あとで、別のモデルやコンテンツをインストールするには、イン
ストーラーを再び起動し、希望する項目を選択してください。

The Grand 3 のインストーラーは、コンテンツファイルを、プロ
グラム（アプリケーション）ファイルとは別のハードディスクに
インストールすることもできます。

操作手順は以下のとおりです。

1. 1枚目のインストール DVDを DVDドライブに挿入します。
インタラクティブなスタート画面が表示されます。この画面が自動

的に表示されない場合、または、Mac を使用している場合には、こ
のアプリケーションを手動で起動する必要があります。Windows で

は、“The_Grand_3_Start_Center.exe”、MacOS では、“The Grand
3 Start Center.app”をダブルクリックしてください。

2. スタート画面が表示されたら、そこから The Grand 3 をインストー
ルしたり、他のオプションや情報を表示させたりすることができま
す。

スタート画面を使用しないで The Grand 3 をインストールするには、

以下の手順で操作してください。

Windows の場合

1. "Setup.exe"というファイルをダブルクリックします。

2. 画面上の指示に従って操作してください。

Mac OSの場合

1. "The Grand 3.mpkg"というファイルをダブルクリックします。

2. 画面上の指示に従って操作してください。

製品を必ず登録してください
お買い求めになったソフトウェア製品を Steinberg のウェブサイトで

必ず登録してください。登録することで、The Grand 3 のテクニカルサ
ポートやアップデート　サービスを受けられるようになります。

登録の操作手順は以下のとおりです。 

• TheGrand 3 パネル（ウィンドウ）内、右上にある Steinberg ロゴ
をクリックし、表示されたポップアップメニューから「The Grand 3
ユーザー登録」を選択します。
ウェブブラウザーが自動的に起動し、Steinberg ウェブサイトの登
録ページが表示されます。画面上の説明に従って登録してください。
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使用するための準備
以下の節では、The Grand 3 をホストアプリケーション上でプラグイ

ンインストゥルメントとして使用する場合、そして、単体のアプリケー
ションとして使用する場合の手順をご紹介します。

The Grand 3 は、プラグイン インストゥルメント、アプリケー
ション共に英語版だけが存在します（ウェブ関連メニューのみ各
国対応）。各国の製品ではマニュアルだけが翻訳されています。

Cubaseで The Grand 3 を使用する 

➯ 以下では、Cubase、MIDI、オーディオ デバイスが、いずれも適切
に設定されていることを前提にしています。また、Cubase が外部
MIDI キーボードから適切に MIDI データを受信できることも、あら
かじめ、確認してください。The Grand 3 を他の VSTホストアプリ
ケーション上で使用する場合は、そのアプリケーションの説明書を
参照してください。

Cubase で VST インストゥルメントを使用するには、2 つの方法があり

ます。1 つは VST インストゥルメントウィンドウ、もう 1 つはインス
トゥルメントトラックを使う方法です。

VST インストゥルメントウィンドウ経由で The Grand 3 を使用するに
は、以下の手順で操作してください。

1. Cubase の「デバイス（Devices）」メニューから「VST インストゥル
メント（VST Instruments）」を選択します。
VST インストゥルメントウィンドウが表示されます。

2. ウィンドウ内にある空白のスロットをクリックし、表示されたポッ
プアップメニューから、The Grand 3 を選択します。

3. The Grand 3 用の新規 MIDI トラックを作成するかどうかを尋ねる
ダイアログが表示されます。ここでは［作成］をクリックしてくだ
さい。
The Grand 3 がロードされ、アクティブな状態でパネル（ウィンド
ウ）が表示されます。同時に、The Grand という名前の MIDI トラッ

クがトラックリストに追加されます。このトラックの出力先は The
Grand 3にルーティングされているはずです。

インストゥルメントトラック経由で The Grand 3 を使用するには、以
下の手順で操作してください。

1.「プロジェクト（Project）」メニューの「トラックを追加（Add Track）」
サブメニューから、「インストゥルメント（Instrument）」を選択し
ます。
「インストゥルメントトラックを追加（Add Instrument Track）」ダ

イアログが表示されます。

2.「インストゥルメント（Instrument）」欄をクリックし、ポップアッ
プメニューから“The Grand 3 ”を選択します。

3.［OK］をクリックします。
インストゥルメントトラックが作成されます。
The Grand 3のパネルを開くには、Cubase のインスペクターにある

「インストゥルメントを編集（Edit Instrument）」ボタンをクリック
します。

これで、Cubase 上で The Grand 3 を VST インストゥルメントとして使
う準備が完了しました。VST インストゥルメントの取り扱い方の詳細に

ついては、Cubase のオペレーションマニュアルを参照してください。

AU 対応アプリケーションでThe Grand 3を使用する
Logic などの Audio Units（AU）ホスト アプリケーションでも、The

Grand を使用することができます。

AU バージョンの The Grand 3 は、使用しているコンピューターの AU

プラグインフォルダーにインストールされます。The Grand 3は、AU
環境でもパフォーマンスが低下することはなく、互換性の問題もあり

ません。

Logic Pro 8 でThe Grand 3を使用するには、次の手順で操作します：

1. ミキサーを開き、希望する音源チャンネルを選択します。
2. [command]キーを押した状態で音源スロット（I/O 欄）をクリック
し、表示されるポップアップ メニューから「マルチチャンネル
（Multi-Channel）」または「ステレオ（Stereo）」を選択します。

3. 続いて表示されるサブメニューの「すべての音源（All Instruments）」
から"The Grand" を選択します。
The Grand 3 がAU インストゥルメントとしてロードされます。

アプリケーションとしてのThe Grand 3と ReWire
The Grand は、ホストアプリケーションを使わずにスタンドアローン

のアプリケーションとしても使用できます。また、シーケンサーアプ
リケーションが The Grand 3 を利用できるプラグイン規格（VST、AU）

に対応していない場合でも、ReWire 経由でデータを送受信して、The
Grand 3 をシーケンサー内で使用することもできます。

ReWire 機能を利用するには、必要な ReWire ファイルがコン
ピューターにインストールされている必要があります。これらの
ファイルが手元にない場合は、次のウェブサイト経由でダウン
ロードできます：www.propellerheads.se

ReWire2 は、2つのアプリケーション間でオーディオと MIDI データを
ストリーミング送受信する、特別な規格です。ReWire の使用に際して

は、2つのアプリケーションの起動と終了の順序がとても重要です。こ
れは、最初に起動された方のオーディオアプリケーションがオーディ

オデバイスのリソースを使用できるためです。
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ReWire を使用するには、以下の手順で操作します。

1. シーケンサーアプリケーションを起動します（Ableton Liv e、
ProToolsなど）。
シーケンサーアプリケーションが ReWireに対応している場合、デー
タを転送するオーディオチャンネルや MIDI チャンネルを設定でき

ます。詳細については、アプリケーションの説明書を参照してくだ
さい。

2. TheGrand 3アプリケーションを起動します。
一般的なアプリケーションと同じように起動できます。スタートメ

ニューまたはデスクトップのアイコンから（Windows）、あるいはア
プリケーションフォルダーの“The Grand 3”アイコンをダブルク

リックして（Mac OS）起動してください。

Mac を使用している場合、ReWire 機能を利用するには、The
Grand 3 のインストール後に一度、The Grand 3 アプリケーショ
ンを起動する必要があります。

The Grand 3でサウンドを再生すると、そのデータは ReWireを経由し、
ホストアプリケーション内に設定されたミキサー チャンネルへと送

られます。 

➯ この状態では、2つのアプリケーションが別個に起動していることに
注意してください。シーケンサーのプロジェクトだけを保存した場
合、チャンネルとバスの情報は保存されますが、TheGrand 3 側の
設定は保存されません。 

• The Grand 3 の設定を保存するには、その情報をプリセットとして
保存する必要があります。保存するには、THE GRAND 3 ロゴの右側
にあるディスクアイコンをクリックしてください。
“Save Preset（プリセットの保存）”ダイアログが表示されます。希
望する名前をタイプ入力して、［Save（保存）］ボタンをクリックす

ると、その名前で設定情報が保存されます。
プロジェクトファイルの名前など、わかりやすい名前を付けておく

と、あとで再び作業をする場合などに役立ちます。プリセットの詳
細については12 ページの『プリセットの操作』を参照してください。

Preferences（環境設定）ダイアログ

The Grand 3を単体のアプリケーションとして使う場合、“Preferences
（環境設定）”ダイアログで、アプリケーションの動作や入出力ポート

などを設定できます。ダイアログを開くには、以下の方法があります。 

• オーディオ出力欄の右側にある“Open Preferences（環境設定ダイ
アログを開く）”ボタン（歯車のアイコン）をクリックする。 

• TheGrand 3 パネルの最上部（タイトルバーの下全体）で右クリッ
クし、表示されたコンテキストメニューから“Preferences（環境設
定）”を選択する。

“Preferences（環境設定）”ダイアログには、さまざまな設定項目が、
以下に挙げる複数のタブ（ページ）に分類されています。 

•“MIDI Routing（MIDI ルーティング）”タブでは、“MIDI”欄のポッ
プアップメニューで MIDI 入力ポートを選択できます。 

•“Audio Routing（オーディオ ルーティング）”タブでは、“Audio
OutputPort（オーディオ出力ポート）”セクションで出力信号の送
信先を設定できます。
The Grand 3 には、前後左右、合計 4 つの出力チャンネルがありま

す。出力のオン/ オフは、左右のフロントチャンネル、左右のリア
チャンネルというペア単位で設定しますが、ポートの選択はチャン

ネルごとに行なえます。選択するには、各チャンネルのポート欄を
クリックし、ポップアップメニューで希望する出力ポートを指定し

てください。
［Shift］キーを押した状態で出力ポートを選択すると、フロントチャ

ンネルとリアチャンネルに対して出力ポートが順に割り当てられ
ます。たとえば、1、2、3、4という順番、あるいは、ポートが 5 か

ら始まるときには、5、6、7、8という順番になります。
また、[Alt]/[option] - [Shift] を押した状態で出力ポートを選択する

と、フロントチャンネルとリアチャンネルに対して出力ポートがペ
アで割り当てられます。たとえば、1、2、1、2、あるいは、5、6、

5、6といった割り当てです。 

•“Metronome（メトロノーム）”タブでは、メトロノームの動作や出
力ポートを設定します。 

•“General（全般）”タブには、“Don't prompt for confirmation when
quitting The Grand 3（TheGrand 3 の終了時に確認ダイアログを表
示しない）”という項目があります。これは、既定（デフォルト）状
態の場合、The Grand 3 アプリケーションを終了しようとすると、確
認のメッセージが表示されるためです。このチェックボックスをオ
ンにすると、このメッセージが表示されなくなります。

ここをクリックすると、
環境設定ダイアログが
表示されます。

項目 内容

Mode（モード）メトロノームのオン/オフやカウントインモードを選
択できます。

Accent
（アクセント）

この項目をオンにすると、各小節の第 1 拍にアクセン
トが付けられます。

Level
（出力レベル）

この欄のスライダーを使うと、メトロノームの音量レ
ベルを調整できます。

Connections
（出力先）

ここでは、メトロノーム用のステレオ出力ポートを個
別に設定できます。
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•“ASIO Driver”タブでは、オーディオドライバーを選択したり、オー
ディオデータ処理の優先度を指定したりできます。“ASIO Driver”
欄のポップアップメニューでは、使用するオーディオデバイス用の
ドライバーを選択できます。
複数のオーディオアプリケーションを同時に使うときには、状況に

応じて“Release Driver whenApplication is in Background（アプリ
ケーションがバックグラウンドのときはドライバーを解放する）”を

オンにしてください。その場合、The Grand 3が起動されていても、
「前面」にある他のアプリケーションが、同じオーディオ デバイス

を使ってサウンドを再生できます。
“Input Latency（入力レイテンシー）”、“Outout Latency（出力レイ

テンシー）”の各欄には、入出力のレイテンシー値が表示されます。
「レイテンシー」とは、使用しているシステムが信号や情報を受信し

てから、実際にその音が出るまでの反応時間の長さを指し、「遅延」
とも呼ばれます。レイテンシーの値が大きいと、外部 MIDI キーボー

ドのキーを押してから音が出るまでに間が空いてしまうので、リア
ルタイムでは演奏しにくくなります。

入出力レイテンシー値の下には、接続されているオーディオデバイ
ス用に設定されているサンプリングレートの値が表示されます。

The Grand 3 の動作中には、コンピューターのプロセッサーからで
きるだけ多くの処理時間を確保しようと、複数の処理プロセスが競

合する状態になります。“Audio Priority（オーディオ処理の優先度）”
欄では、処理対象に応じて優先度を設定できます。

Windowsの場合、使用しているオーディオデバイス専用の ASIO
ドライバーがある場合、そのドライバーを使うことを強くおすす
めします。専用のASIO ドライバーが手元にない場合、デバイス
メーカーのウェブサイトからダウンロードするなどして ASIOド
ライバーを入手できないか確認してみるよう、おすすめします。

Windows Vista の場合、専用のASIOドライバーがないときには、
共通低レイテンシー ASIO ドライバー（Generic Low Latency
ASIO driver）を使用することもできます。 

• ドライバーの選択が済んだら、“Advanced（詳細設定）”タブを開い
て、使用する入出力ポートと、そのポートの表示名を設定できます。
［Control Panel］ボタンをクリックすると、使用しているオーディオ
デバイスのコントロールパネルが表示されます。デバイスメーカー
の推奨する設定値がある場合は、ここで設定してください。

所在不明のファイルについて
The Grand 3 の起動時に、特定のピアノモデルやコンテンツファイル

を検出できないことがあります。たとえば、一部のハードディスクパー
ティションが暗号化されている場合や、リムーバブルハードディスク

が接続されていない場合などです。こうした場合には、特定の VST
Sound ライブラリーが見つからないというメッセージが表示されま

す。この時点で、見つからないファイルを再び利用できるようにする
には、以下の手順で操作してください。

1.［Ignore（無視）］ボタンをクリックします。
見つかったコンテンツファイルだけを使って The Grand 3 がロー

ドされます。

2. TheGrand 3 を終了します。

3. ハードディスクのパーティションの暗号化を解除する、または、リ
ムーバブルハードディスクを接続するなど、ファイルが見つからな
い原因を取り除きます。

4. TheGrand 3 を再び起動します。

また、上記とは別に、ファイルの場所が相対的に変わったためにファ
イルが見つからないこともあります。たとえば、The Grand 3 をインス

トールしたあと、一部のファイルを他のハードディスクに移動させた
り、ハードディスクを増設したためにディスクドライブの認識 ID がず

れたりした場合です。こうした場合には次の手順で操作してください。

1. 特定のVST Soundライブラリーが見つからない、というダイアログ
で、［Locate（場所を指定）］ボタンをクリックします。
ファイル選択ダイアログが表示されます。

2. 該当するファイルのある場所（フォルダー）に移動します。
3. ファイルを選択して［Open（開く）］ボタンをクリックします。
同じ場所にある、必要なファイルがすべて使えるようになります。 

➯ コンテンツファイルを複数のディスクドライブに分けてインストー
ルした場合などには、ファイルが見つからないというダイアログが
再び開かれることがあります。 

• その場合も上記の方法でファイルの場所を指定できますが、ダイア
ログ内の［Remove（削除）］ボタンをクリックすることで、それ以
降、そのファイルを検索しないようにすることもできます。
特定のピアノモデルをアンインストールしたあとなど、不必要なコ

ンテンツをThe Grand 3が探さないようにすることができます。 

➯ ダイアログ内の“Do not ask again（今後このメッセージを表示し
ない）”という項目をオンにすると、それ以降、所在不明のファイル
を示すメッセージが表示されなくなります。

項目 内容

Normal（通常） オーディオ以外のデータ処理とオーディオ再生に、
ほぼ同じ優先度が与えられます。既定（デフォル
ト）では、このモードが使用されます。

Boost
（オーディオ優先）

MIDI よりもオーディオの処理が優先されます。
MIDI とオーディオを同時に再生すると、オーディ
オの再生に問題が出る場合は、このモードを試して
みてください。
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コンテンツについて

The Grand 3コンテンツのレコーディング

The Grand 3 に収録された 4台のアコースティックピアノモデルは、
極めて経験豊かなレコーディング スペシャリストたちによって、ス

ウェーデンで録音されました。場所は、アコースティック楽器のレコー
ディングに最適な、天井の高い大きなスタジオです。各ピアノモデル
は最高級の機材を使って録音されています。ピアノの自然な原音を保

持するため、ミキシングにはフィルターもエフェクトも一切、使われ
ていません。また、4 台のアコースティックピアノモデルのそれぞれ

で、すべてのキー（鍵盤の「鍵」）の音が最大 20 段階のベロシティー
レベルに分けて収録されています。

ピアノモデルについて
The Grand 3 に収められている 5 台のピアノモデルは、いずれも独自
の音色と特徴を備えています。必要に応じて 3 台のグランドピアノ、1

台のアップライトピアノ、1台のエレクトリックグランドピアノの中
から希望するものを選択できます。また、各バーチャルアコースティッ

クピアノには、マイク配置の異なる 2 種類のサウンドが用意されてい
ます。このマイク配置は「レコーディングパースペクティブ」、「マイ

キングポジション」などとも呼ばれます。内容は以下のとおりです。

以下の節では、各モデルの特徴を大まかにご紹介します。

Yamaha C7

このモデルには、Yamaha C7 グランドピアノに備わった音の美しさと
音楽的な表現領域をそっくりそのまま収録しました。音の広がりと長

い余韻、超絶的な技法や奏法への見事なレスポンスから生まれる驚異
的なサウンドは完ぺきの一語に尽きます。他のピアノとは一線を画す、

このバーチャルピアノは、演奏者の表現を余すところなく伝えます。
歯切れのいい、輝くようなピアノサウンドを望む場合は、Yamaha C7

がおすすめです。

Model D

このモデルには、Steinway D コンサートグランドピアノが収められて

います。このピアノに備わる、魅惑的な音の深みと、タッチに対する
並外れた応答のよさが反映されています。温かく活気にあふれたリッ

チなサウンドと、その総合的なパフォーマンスが相まって、このバー
チャルピアノは純粋に、弾く喜びを感じさせてくれます。

B ösendorfer 290

標準的なピアノよりも広い音域をカバーしたB ösendorfer 290 Imperial
Grand を高度な技術でサンプルしたモデルです。一般的なピアノより

も最低音が 9 鍵低い、8 オクターブ（97 鍵）がフルに収録されていま
す。極めて繊細なピアニッシモから、徐々にクレッシェンドして壮大

なフォルティッシモに至るまでのダイナミックレンジを的確に表現し
ます。オリジナルモデルの豊かなサウンドクオリティーと説得力を備

えた、このバーチャルピアノモデルは、どんな音楽的状況でも輝きを
放ちます。

Upright Piano

Nordiska のアップライトピアノには、きっと、あなたの求めている個
性があります。このモデルには、楽曲にそうした微妙な味わいを加え

たいときのために、このピアノの特徴的なサウンドが取り込まれ、デ
ザインされています。ロックやブルースにも、ジャズやゴスペルにも

使えます。また、それ以外のスタイルでも、グランドピアノとは違う
キャラクターが必要なときには、きっと、このモデルが選択肢のトッ

プに挙げられることでしょう。

Yamaha CP80

Yamaha CP80 エレクトリックグランドは、クラシックなタイプのエレ

クトリックグランド ピアノの中で最も定評のあるモデルの 1 つです。
トレモロ、フェイザー、フランジャー、コーラスといったエフェクト

が搭載されています。このサンプルは、オリジナルの製造元、ヤマハ
のコンテンツスペシャリストチームから直接、提供されました。

項目 内容

Close（内側） マイクをハンマーやダンパーに近づけて録音したサ
ウンドです。高調波成分が多く、明るいシャープな
サウンドで、周囲の響き（アンビエンス）は、あま
り含まれていません。リバーブを加えて仕上げる場
合に最適です（詳細は17ページの『“AMBIENCE”ペー
ジ』を参照）。

Player（奏者側） 鍵盤に近い位置で録音したサウンドです。内側より
は柔らかい音になり、周囲の響きも自然に入ってい
ます。
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パラメーターのコントロール

全般コントロールバー

パネル（ウィンドウ）上部には、全般的なコントロール要素が多数ま
とめられています。ここでは、プリセットを開く / 保存する、メイン

の音量を調節するなどの操作を行ないます。また、ECOモード（25ペー
ジの『ECO Mode（ECO モード )』を参照）や、RAM セーブ機能（26

ページの『RAM Save（RAM セーブ）』を参照）のオン/ オフ切り替えを
行なうためのボタンも備わっています。「雷」アイコンの“ResetMIDI

（MIDI をリセット）”ボタンをクリックすると、MIDI 機能をリセットで
きます。演奏中、MIDI 接続に不具合が生じたときなどに使用してくだ
さい。THE GRAND 3 ロゴの左側には、エディター画面とプレーヤー画

面を切り替えるボタンがあります。THE GRAND 3 ロゴをクリックする
と、The Grand 3 のバージョンナンバーやスタッフの一覧が表示され

ます。また、Steinberg ロゴをクリックすると、メニューが表示され、
各項目を選択することで、登録やサポートなど各種のウェブページに

アクセスできるようになっています。以下の節では、各コントロール
要素の詳細をご紹介します。 

➯ The Grand 3 では、[Ctrl]/[Command] キーを押した状態でコント
ロール要素をクリックすると、その値を既定（デフォルト）状態に
リセットできるようになっています。

プリセットの操作

THE GRAND 3 ロゴの右側にはプリセット欄があります。ここではプリ
セット データをロードしたり保存したりすることができます。「プリ

セット」には、“MODEL”、“EQUALIZER”、“AMBIENCE”など、すべて
のページにおける設定情報が記録されます。ピアノモデルごとに標準

プリセットが個別のサブメニューに表示されます。この標準プリセッ
トとユーザー独自のプリセットは、ラインで区切って表示されます。 

➯ プリセットには、“OPTIONS”ページの“Disk streaming <> RAM
usage（ディスクストリーミングと RAM 使用の比率）”の設定情報
は記録されません。

プリセットをロードするには、以下の手順で操作してください。

1. プリセット欄の右端にある下向きの三角形をクリックします。
ポップアップメニューが表示されます。

2. 希望するピアノモデルのサブメニューを開きます。

3. 希望するプリセットを選択します。 

➯ 現在とは違うピアノモデルのプリセットを選択すると、モデル自体
が置き換えられます。このため、読み込み時間も長くなります。

パフォーマンス
メーター（詳細は
27 ページの『パ
フォーマンス
メーター』を参
照）

エディター画面
（詳細は 13ペー
ジの『画面を切
り替える』を参
照）

キーボードディス
プレイとペダル
（詳細は 14ページ
の『画面上の鍵盤
とペダルを使って
試聴する』を参
照）

全般コントロール
バー

単体アプリケーション
として起動したときに
表示されるコントロー
ルバー（詳細は 22
ページの『The Grand
3 単体モードのコント
ロール要素』を参照）
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プリセットを保存するには、以下の手順で操作してください。

1. プリセット欄の左側にあるフロッピーディスクのアイコンをクリッ
クします。
ダイアログが表示されます。

2. 保存場所を指定したうえで、ファイル名をタイプ入力します。

3.［Save（保存）］ボタンをクリックします。プリセットが保存され、
ダイアログが閉じます。［Cancel（キャンセル）］ボタンをクリック
すると、プリセットは保存されずにダイアログが閉じます。

プリセットを削除するには、以下の手順で操作してください。

1. プリセット欄のポップアップメニューから削除したいプリセットの
項目を選択します。

2. プリセットのロードが完了するまで待ちます。
3. プリセット欄の左側にあるごみ箱アイコンをクリックします。
操作を確認するダイアログが表示されます。

4.［Yes］ボタンをクリックすると、プリセットが削除され、ダイアロ
グが閉じます。［No］ボタンをクリックすると、プリセットは削除
されずにダイアログが閉じます。 

➯ 標準プリセットを削除することはできません。

メイン音量を調整する

“Main Volume”ノブを使うと、The Grand 3 の全体的な音量を調整で

きます。最大音量は+12 dB、既定（デフォルト）の値は± 0dB です。 

• ノブをクリックして上にドラッグすると、ノブが時計回りに回転し、
音量が上がります。 

• ノブをクリックして下にドラッグすると、ノブが反時計回りに回転
し、音量が下がります。

画面を切り替える

The Grand3 には、エディター（Editor）、プレーヤー（Player）という

2 つの「画面（View）」があります。

エディター画面

この画面は屋根（ふた）のないピアノを上から見下ろしたデザインで、
中心部に、サウンドのパラメーターなど、各種のコントロール要素が

配置されています。その「底辺」にあたる部分には、5 つのタブボタ
ンが並んでいます。“MODEL（モデル）”、“EQUALIZER（イコライザー）”、

“AMBIENCE（アンビエンス）”、“CONTROL（コントロール）”、“OPTIONS
（オプション）”の各タブボタンをクリックすると、それに応じて表示

される項目が切り替わります。パネル（ウィンドウ）下部にある鍵盤
と 3 つのペダルは、サウンドの試聴に利用できます。

プレーヤー画面

この画面では、選択されているピアノモデルの 3D 画像が表示されま

す。エディター画面と同様、パネル上部には全般コントロールバーが
表示され、プリセットやメイン音量などを操作できます。それ以外の、

演奏に直接必要ないコントロール要素は、この画面にはありません。プ
リセットをロードしたら、そのまま弾き始めることができます。 

➯ The Grand 3 をロードしたときは、常にエディター画面が表示され
ます。
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まず、エディター画面でピアノモデルをロードしないと、プレーヤー

画面には切り替えられません。

プレーヤー画面に切り替えるには、以下の手順で操作してください。

1. エディター画面で、ピアノモデルかプリセットをロードします。
2. パネル（ウィンドウ）内の左上、THE GRAND 3 ロゴの左にある［p］
ボタンをクリックします。
プレーヤー画面が開かれ、選択されたピアノモデルの画像が表示さ

れます。同時に、［p］ボタンの表示が［e］に変わります。

エディター画面に戻すには、［e］ボタンをクリックしてください。

MIDI 機能をリセットする

MIDI の接続が切れたり、不適切な MIDI コントローラーデータを受信
したりすると、MIDI ノートの再生に不具合が出ることがあります。こ

うした場合には、The Grand 3を「緊急リセット」できます。 

• Steinberg ロゴの左側にある、「雷」アイコンの“Reset MIDI（MIDI
をリセット）”ボタンをクリックします
3に対して“All Sound Off（すべてのサウンドをオフ）”、“Reset All

Controllers（すべてのコントローラーをリセット）”メッセージが送
信されます。これは、MIDI コントローラー 120（All Sound Off）、121

（Reset All）を送信するのと同じです。

The Grand 3 は即座に再生を停止し、すべてのコントローラーが既定

（デフォルト）値にリセットされます。

Steinberg ロゴと THE GRAND 3ロゴ

パネル（ウィンドウ）内、右上のSteinberg ロゴをクリックすると、ポッ

プアップメニューが表示されます。このメニュー内の“Help”を選択
すると、PDF マニュアルが表示されます。

他の項目を選択すると、自動的にウェブブラウザーが起動され、
Steinberg ウェブサイト上の該当するページが表示されます。アップ

デートファイルやサポート情報をチェックするには、それぞれの項目
をメニューから選択してください。 

➯ PDFマニュアルを開くには、コンピューターに PDFリーダーアプリ
ケーションがインストールされている必要があります。 

➯ Steinbergウェブサイトにアクセスするには、コンピューターにウェ
ブブラウザーがインストールされ、インターネット接続が適切に機
能する必要があります。

パネル（ウィンドウ）内、左上にある The Grand 3 ロゴをクリックす

ると、The Grand 3 の詳細なバージョンナンバーと共に開発および関
連スタッフの一覧を示すタイトル画面が表示されます。詳細なバー

ジョンナンバーは、アップデートファイルをチェックする際に役立ち

ます。定期的に Steinberg ウェブサイトにアクセスし、アップデートや

最新情報などを確認することをおすすめします。タイトル画面を閉じ
るには、画面上をクリックするか、コンピュータキーボードの［Esc］

キーを押してください。

画面上の鍵盤とペダルを使って試聴する

通常、バーチャルピアノを演奏するには外部MIDI キーボードと外部ペ

ダルを使用します。しかし、パネル（ウィンドウ）内、下部にある鍵
盤と 3 つのペダルをクリックしてサウンドを試聴してみることもでき

ます。 

• 鍵盤上で希望するキー（鍵）をクリックすると、その音が再生され
ます。
エディター画面では、キーの先端（奏者側）に行くほどベロシティー

が上がります。
これに対してプレーヤー画面では、常に最大のベロシティー値でサ

ウンドが再生されます。 

• ペダルをクリックすると、そのペダルが踏まれた状態になります。
もう一度クリックすると、ペダルが元に戻ります。

ペダルは左から順に、シフトペダル、ソステヌートペダル、ダンパー

ペダルです。4 つのアコースティック ピアノモデルはすべて、この 3
つのペダルに対応していますが、CP80では、ダンパーペダル以外は利

用できません。

各ペダルの機能は以下のとおりです。

ペダル MIDIコント
ローラー番号

機能

シフト
（ソフト）

67 グランド ピアノでは、ハンマーが当た
る弦の数が減ります。アップライトピ
アノではハンマー全体が弦に近づきま
す。どちらの場合も、音色が微妙に柔ら
かくなります。

ソステヌート 66 このペダルを踏んだ時点で押されてい
るキー（鍵）の弦だけを開放状態にしま
す。ペダルを踏んだあとで弾いた音は伸
びません。このため、このペダルの効果
を試すには、少なくとも、外部 MIDI
キーボードか、外部ペダルの MIDI メッ
セージを送信できるデバイスが必要で
す。

ダンパー 64 ダンパーを一斉に弦から離して、すべて
の弦を開放状態にします。ペダルを踏ん
でいるかぎり、キーを離してもダンパー
は戻らないので、弾いた音すべてが伸び
た状態になります。
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“MODEL”ページ

このページでは、ピアノモデルを選択し、そのサウンドを調整します。
アコースティックピアノの音色を性格づける重要な特性を個別に設定

できます。これにはサステインレゾナンスのほか、リリース音、また、
キーやペダルの動作音までも含まれています。各要素のレベルを独立

して調節できるので、サウンドを好みのキャラクターに仕上げたり、特
定の音楽スタイルに合わせたりすることができます。たとえば、リス

ナーがピアノの前にすわっているような、密着感のあるサウンドが必
要な場合は、キーやペダルの動作音を大きめに設定すると効果的です。

CP80 の場合、このページの内容が異なることに注意してください。
CP80 は電気的なグランドピアノなので、一般的なアコースティックピ

アノのような動作音は生じません。CP80 では、“TREMOLO（トレモ
ロ）”と“MODULATION（モジュレーション）”のエフェクト設定欄が

表示されます。モジュレーションには、“Phaser（フェイザー）”、“Chorus
（コーラス）”、“Flanger（フランジャー）”の 3 つがあります。

バーチャルアコースティックピアノモデル

ピアノモデルを選択することは、ベースとしてのピアノサウンドと基
本的なキャラクターを選ぶことを意味します。バーチャルアコース

ティックピアノには、それぞれ、“Close（内側）”、“Player（奏者側）”
という、マイク配置の異なる 2種類のサウンドが用意されています（詳

細は 11ページの『ピアノモデルについて』を参照）。 

➯ ピアノモデルを切り替えた場合、音源となるサンプルデータだけが
置き換えられます。“EQUALIZER（イコライザー）”ページ、
“AMBIENCE（アンビエンス）”ページなど他の内容は変わりません。

ピアノモデルを選択するには、以下の手順で操作してください。

1. プレーヤー画面が開かれている場合は、パネル（ウィンドウ）内の
左上、THE GRAND 3 ロゴの左にある［e］ボタンをクリックします。

2. エディター画面で“MODEL（モデル）”ボタンをクリックして
“MODEL”ページを開きます。
3.“MODEL”ボタンのすぐ上にあるピアノ画像をクリックします。
5つのピアノモデルの画像が上部に表示されます。

4. 希望するピアノモデルの画像をクリックします。アコースティック
ピアノの場合、画像の右半分をクリックすると“Player”、左半分は
“Close”のサウンドがロードされます。

アコースティックピアノは、楽音だけでなく、弦の共鳴を止めたとき
やペダルを踏んだときの音など、あらゆる音が収録されています。

“MODEL”ページでは、各項目のボタンをクリックして、こうした「付
随音」のオン /オフを切り替えたり、ノブを回して音量を調整したり

することができます。調整できるパラメーターは以下のとおりです。

項目 内容

Sustain
Resonance
（ダンパー開放
レゾナンス）

アコースティック ピアノでは、キーを押すと、その
キーの弦を押さえているダンパーだけが持ち上げら
れ、そこにハンマーが当たります。他の弦はすべて押
さえられているので、ハンマーが当たった弦の音だけ
が鳴ります。ダンパーペダルを踏むと、すべての弦の
ダンパーが、一斉に持ち上げられます。そこでキーを
押すと、ハンマーが当たっていない弦も共鳴して振動
します。これにピアノの「胴体」などの反響や共振が
加わることで一種の「リバーブ」効果が生まれます。
この残響はダンパーペダルの使用時にだけ生じます。

String Release
（ダンパー
ストップ）

ピアノのキーを押して、指をキーから離すと、ダンパー
が下がり、振動している弦を押さえます。ダンパーの
材質はフェルトなので、振動は柔らかく減衰します。
この項目では、この、キーをリリースしたときの「制
止音」を調整します。オフにすると、楽器の反応がや
や不自然になった感じがするので注意してください。

Key Sound
（キーの動作音/
Yamaha C7、
Model D、 
Bösendorfer
のみ）

本物のピアノでは、キーを押したときに、通常は聞き
逃してしまうような、かすかな動作音が出ます。これ
は、鍵盤のメカニズムから来るもので、音色自体は木
質であまり目立ちません。しかし、状況によっては、
この動作音もピアノの音色に微妙な味を加えます。リ
スナーがピアノのすぐ近くにいる状況を表現する場合
などには、この項目を利用してください。

Hammer
Release
（ハンマーの
戻り音/
Yamaha C7、
Model D、 
Bösendorfer 
のみ）

キーから指を離すと、ハンマーが元の位置に戻ります。
その際、木質の低い音がします。この項目では、この
動作音のレベルを調整します。グランドピアノを弾く
と、ピアニストには、この音がはっきり聞こえますが、
録音してみると、マイクの位置によっては、聞こえな
いこともあります。この項目をオンにすると、ピアニ
ストの耳に聞こえる音に近くなるので、リスナー自身
が本物のコンサート グランド ピアノに向かってす
わっているかのような印象を受けます。逆に、この項
目をオフにすると、観客に聞こえる音に近くなります。

Damper Pedal
（ペダル動作音/
Yamaha C7、
Model D、 
Bösendorfer 
のみ）

この項目では、3 つのペダルのうち、いずれかを踏ん
だときの動作音を調整できます。
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CP80 モデル

CP80 のサウンドには、モジュレーションエフェクトが欠かせません。
このモデルには、トレモロ（TREMOLO）とモジュレーション

（MODULATION）エフェクトが 1 つずつ搭載されています。これらを
使って、サウンドにさまざまな変化をつけることができます。

トレモロは振幅値（音量）を周期的に変化させます。左右チャンネル
用のモジュレーション信号は 180°のオフセット値に固定されていま

す。このため、左右のチャンネル間を行ったり来たりするステレオ音
像が得られます。使用するには、以下の手順で操作してください。

1.“TREMOLO”という表示の左にあるボタンをクリックします。
トレモロがオンになり、ボタンが赤く点灯します。

2. パラメーターを好みの値に調整します。
内容は以下のとおりです。

他のモジュレーション エフェクトは、ピッチ（音の高さ）や位相を変
動させて、サウンドの厚みや音色に独特な性格を与えます。“Phaser

（フェイザー）”、“Chorus（コーラス）”、“Flanger（フランジャー）”の
3 種類が装備されています。以下の手順で操作してください。

1.“MODULATION”という表示の左下にあるボタンをクリックします。
モジュレーションエフェクトがオンになって、ボタンが赤く点灯し

ます。

2. ボタンの右側にある欄をクリックし、表示されたポップアップ メ
ニューから、希望するエフェクトを選択します。

3. パラメーターを好みの値に調整します。

内容は以下のとおりです。

“EQUALIZER”ページ

このページには、上質な 4 バンドのパラメトリックステレオ EQ（イ

コライザー）が用意されています。1 Low、2 Mid、3 Mid、4 High と
いう 4 つの周波数帯域に割り当てられたEQ を操作することで、ピアノ

の音色を、明るくしたり暗くしたりなど、好みに応じて調整できます。
中域用の EQ 2 つはピーク / ディップ型フィルター、高域と低域用は

シェルビングフィルターとして動作します。いずれもフルパラメト
リックで、ゲイン（Gain）、周波数（Freq.）、Q 値（Qファクター）を

調整できます。

EQを調整する

1. EQ コントロールセクションの左上隅にある“EQ”欄のボタンをク
リックします。
4つの周波数帯域に割り当てられた EQ が、すべてオンになります。

2. 希望するコントロール要素を操作して、パラメーターを調整します。
ページ内、左側にあるグラフィックディスプレイ内のポイントをド
ラッグしてゲインと周波数を同時に設定することもできます。

項目 内容

Depth（変調量）トレモロ効果の強さ（強弱の変動幅）。設定範囲は 0%
から 100%です。

Speed（速度） トレモロのスピード（変動速度）。単位はヘルツ（Hz）
で、設定範囲は 0.01Hz から 10.0Hz です。

項目 内容

Depth
（変調量）

モジュレーション効果の強さ（変動幅）。設定範囲は
0%から 100%です。

Feedback
（フィード
バック量）

出力信号の一部を入力に戻す量です。一定の値を超え
ると共振状態になり、独特のサウンドが得られます。
設定範囲は 0% から+100% です。

Mix
（ミックス比率）

エフェクトのかかっている信号（ウェット）とかかっ
ていない信号（ドライ）の出力バランス。設定範囲は
0% から 100% です。100% の場合、エフェクトのか
かったウェット信号だけが出力されます。

Speed（速度） モジュレーションのスピード（変動速度）。単位はヘル
ツ（Hz）で、設定範囲は 0.01Hz から 10.0Hz です。

Phase（位相） 左右への音像の広がりです。設定範囲は 0°から
180°で、0°の場合はモノラルになります。
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各パラメーターの内容は、以下のとおりです。

“AMBIENCE”ページ

このページでは、仮想的な音響空間におけるピアノの位置やリバーブ

（残響）の量などを設定できます。

ピアノの位置を設定する

The Grand 3には、2 つのステレオ出力が備わっているので、4 チャン

ネルサラウンドに対応できます。この出力モード（ステレオ /4チャン
ネルサラウンド）を切り替えるには、グラフィックディスプレイのフ

レーム右上隅にある 2 つのアイコンをクリックしてください。

4 チャンネルパンニングの場合、空間内における前後の位置も設定で

きます。 

➯ リアチャンネルの音を聴くには、リアチャンネル用の出力ポートを
オンにしたうえで、出力先を適切なデバイスのポートに設定する必
要があります。ポート設定の詳細については9ページの『Preferences
（環境設定）ダイアログ』を参照してください。

“Left/Right（左右）”、“Rear/Front（リア/フロント）”欄のノブを操作

すると、ピアノの位置を設定できます。また、グラフィックディスプ
レイ内のピアノ画像を直接ドラッグしても設定が可能です。 

• Left/Right（左/ 右）
仮想空間での左右方向の配置を設定します。値を調整するには、ノ

ブをクリックして上下または左右にドラッグします。数値欄をク
リックして希望する値を半角数字でタイプ入力することもできま

す。設定範囲は +100% から -100% です。中心をゼロとして、プラ
スの値は右、マイナスは左に移動します。 

• Rear/Front（リア/ フロント）
仮想空間での前後方向の配置を設定します。値の設定方法と設定範

囲は左右方向の場合と同じです。中心をゼロとして、プラスの値は
前、マイナスは後ろに移動します。 

➯“Rear/Front”パラメーターは、リアチャンネルの出力が適切なデバ
イスポートに設定され、4チャンネルサラウンドパンニングがオン
になっていないと、効果がありません。

グラフィックディスプレイの画像は仮想空間を上から見下ろした状態

を示しています。ディスプレイ内でピアノをドラッグすることで、前
後左右のパラメーターを一度に調整できます。

リバーブを加える

The Grand3 では、エフェクトのかかっていない「ドライ」状態のピア
ノサウンドに高品位なリバーブをかけることができます。仮想的な音

響空間のサイズを変えて、スタジオライブのような響きにしたり、コ
ンサートホールで弾いているような余韻を加えたりすることが可能で

す。また、同じ音響空間でも、残響時間などを変えて響き具合を調整
することもできます。 

➯ 4チャンネルでのリバーブを聴くには、4 チャンネルサラウンドパ
ンニングがオンになっている必要があります。

リバーブを加えるには、以下の手順で操作してください。

1.“REVERB”という表示の下にある欄をクリックし、ポップアップメ
ニューから希望する空間プリセットを選択します。
欄の左側にあるオン/ オフ切り替えボタンが赤く点灯します。

2. 必要に応じて、パラメーターを調整します。パラメーターの内容は、
以下の表を参照してください。 

➯ 選択したプリセットをオフにするには、上述のオン/オフ切り替えボ
タンをクリックしてください。

項目 内容

Gain（ゲイン）対象となる周波数帯域の音量レベルです。
-12dBから+12dBの間で設定できます。

Freq（周波数）対象となる周波数帯域を設定する際の基準周波数で
す。設定範囲は 20Hz から 20,000Hzです。

Q（Q値） “Q”は「クオリティー ファクター」です。中音域用
フィルターの場合、対象となる周波数帯域を広くした
り狭めたりするのに使用できます。高低域用フィル
ターの場合は、この値を上げると、グラフィックディ
スプレイには、基準周波数を中心にして中域方向に
カーブが現れます。“Gain”コントロールでレベルを上
げた場合、このカーブは下向き、レベルを下げた場合
は上向きになります。設定範囲は 0.5 から10.0 です。

4チャンネルサラウンド
パンニング用アイコン

ステレオパンニング用
アイコン
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各パラメーターの内容は以下のとおりです。 “CONTROL”ページ

アコースティックグランドピアノとは異なり、The Grand 3 は、外部
の MIDI キーボードやデジタルピアノを使って演奏する必要がありま

す。The Grand 3 は、ダイナミックスの微妙な違いにも敏感に応えてく
れるので、できるだけ、本物のピアノに近い、ピアノタッチの楽器を

使用することをおすすめします。しかし、実際には、誰もがピアノタッ
チのキーボードを持っているわけではありません。また、手元にピア

ノタッチのキーボードがある場合でも、キーボードによってタッチや
強弱の付き方などが違うので、The Grand3 の反応も変わってきます。

このため、ユーザーの MIDI キーボードや演奏スタイルに The Grand 3
の反応を合わせられるよう、多数のベロシティーカーブプリセットが

用意されています。また、ユーザー独自のベロシティーカーブをプリ
セットとして保存したりロードしたりすることもできます。

“CONTROL”ページの場合、ページ内左側のグラフィック ディスプレ
イは、マウスを使ってベロシティーカーブを視覚的に編集できるエ

ディター（ベロシティーカーブエディター）になっています。このグ
ラフでは、入力信号のベロシティーが横軸に、出力信号のベロシティー

が縦軸に割り当てられています。既定（デフォルト）の状態では、グ
ラフ左下の角から右上の角に走る直線が表示されます。これは、入力

信号と出力信号のベロシティー値が一致している状態を示していま
す。この場合、外部キーボードから入力されたとおりのベロシティー

値でピアノサウンドが再生されます。このベロシティーラインを調整
することで、ダイナミックス面での応答を変えることができます。た

とえば、軽く弾いても強めの音を出したい場合には、左上方向に盛り
上がったカーブにします。逆に、力を入れて弾いても柔らかめの音が

欲しい場合には、右下方向に下がった（J の字に近い）カーブにしま
す。マウスを使って、独自のカーブを作成することもできます。

グラフィックディスプレイのフレーム内、右側に並んでいるアイコン
をクリックすると、該当するベロシティー カーブを選択できます。一

番上のアイコンはユーザー独自のカーブ、他のアイコンは標準付属の
プリセットに割り当てられています。

項目 内容

REVERB欄の
ポップアップ
メニュー

Th e G ra nd 3 の リバーブ エフェクトでは、
“Algorithmic（アルゴリズム）”、“Convolution（畳
み込み演算）”という 2 種類の「リバーブエンジン」
から希望するものを選んで使用できます。
“REVERB”欄のポップアップメニューには、いくつ
ものサブメニューに分けて、どちらのエンジンに
も、さまざまな空間プリセットが用意されていま
す。新しいプリセットをロードすると、“Room
Size”、“Time”、“Pre-Delay”の各パラメーターは、
ロードされた値に置き換えられます。“Mix（ミック
ス比率）”パラメーターは変わりません。

Room Size
（ルームサイズ）

仮想的な音響空間のサイズを設定する項目です。た
とえば、コンサートホールのプリセットをロードし
ても、この値をいっぱいに下げると、小さな部屋に
いるかのような残響に変わります。値の設定範囲は
0% から100% です。

Time（リバーブ
タイム）

ここでは、残響時間の長さを設定します。設定範囲
は0%から 100%です。値を下げると、残響が早く
減衰します。

Pre-Delay
（プリディレイ）

この項目を使うと、リバーブが始まるタイミングを
微妙に遅らせることができます。値を大きくする
と、反射音としてのリバーブ信号の発生が遅くな
り、ピアノからの直接音とは分離して聞こえるよう
になります。設定範囲は0ms から500ms です。

Mix
（ミックス比率）

ここでは、ピアノ自体の音とリバーブ信号との出力
バランスを設定します。設定範囲は0%から 100%
です。0% の場合、ピアノ自体の音だけが聞こえる
ので、ピアノの前にすわっているような響きになり
ます。逆に、100%の場合は残響音だけになるので、
客席の奥で聴いているような響きになります。言い
換えれば、この値を上げることは、ピアノとリス
ナーの距離を広げることになります。
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ベロシティーカーブを選択する 

• ベロシティーカーブを選択するには、グラフィックディスプレイの
フレーム内、右側に並んでいるアイコンのうち、希望するものをク
リックしてください。
アイコンは、それぞれ、カーブの流れを視覚的に表しています。

ユーザー独自のカーブを編集する

既存のプリセットとは違うベロシティーカーブを独自に作成すること

もできます。以下の手順で操作してください。

1. グラフィックディスプレイのフレーム内、右側に並んでいるアイコ
ンのうち、いちばん上のアイコンをクリックします。

2. ベロシティーカーブエディター内をダブルクリックします。
カーブポイントが作成されます。 

• カーブポイントを希望する位置にドラッグします。 

• カーブポイントを削除するには、そのポイントをダブルクリックし
ます。 

• カーブポイントのあるなしにかかわらず、ベロシティーカーブ自体
を上下にドラッグして曲げることもできます。 

➯ ベロシティーカーブ左下端と右上端のポイントは、上下方向にしか
動かせません。

ユーザー独自のカーブを保存する

作成したベロシティーカーブを保存するには、次の手順で操作します。

1.“VELOCITY”欄の左にある、フロッピーディスクのアイコンをクリッ
クします。
ダイアログが表示されます。

2. 保存場所を指定したうえで、希望する名前をタイプ入力します。
3.［Save（保存）］ボタンをクリックします。
プリセットが保存されます。

ユーザー独自のカーブをロードする 

• 独自に保存したベロシティーカーブをロードするには、“VELOCITY”
欄をクリックし、ポップアップメニューから、希望する項目を選択
します。 

➯ ベロシティープリセットの内容を変更すると、“VELOCITY”欄に表
示されたプリセット名の最後に星印（*）が付けられます。これに
よって、そのプリセットが、保存されているものとは違うことがわ
かります。変更したプリセットを保存すると、この星印は消えます。

ユーザー独自のカーブを削除する

独自に保存したベロシティーカーブのプリセットを削除するには、以
下の手順で操作してください。

1.“VELOCITY”欄をクリックし、ポップアップメニューから、削除し
たいプリセットを選択します。

2.“VELOCITY”欄の左側にある、ごみ箱アイコンをクリックします。
確認のダイアログが表示されます。

3.［Yes（はい）］ボタンをクリックすると、プリセットが削除され、ダ
イアログが閉じます。

“POLYPHONY（ポリフォニー）”設定

このセクションでは、The Grand 3 が一度に出せる音の数（同時発音
数）を指定できます。

パラメーターの内容は以下のとおりです。

軽いタッチでも強めの音を
出したい場合には、左上方
向に盛り上がったカーブに
します。

実際のタッチよりも柔らか
めの音が欲しい場合には、
右下方向に下がったカーブ
にします。

項目 内容

Max Voices
（最大同時発音
数）

ここでは、The Grand 3 が同時に再生できる音符（ボ
イス）の総数を設定します。再生される1 つの楽音（サ
ンプル）を 1 ボイスとした場合の最大値を指定してく
ださい。また、この値は、ダンパーペダルなどによっ
て持続している音も含めた、「同時に鳴っている音」の
総数であることに注意してください。同時に再生すべ
きボイスの総数がこの欄の値を超えると、許容範囲に
収まらないボイスは再生されません。その場合、特定
の音符が鳴らなかったり、不自然に途切れたりするこ
とがあります。この値の設定範囲は 16 から 256 ボイ
スです。The Grand 3 を使用するとコンピューターシ
ステムに大きな負荷がかかる場合は、通常、この値を
下げてみると効果があります。

Low Notes
Reserved
（低音の音符を
保持）

ここでは、高音、中音の音符よりも再生を優先する低
音の音符数を指定します。たとえば、左手でコード、
右手でメロディーを弾く場合、音符の総数が最大同時
発音数を超えると、メロディーを再生するためにコー
ドの構成音が途切れてしまうことがあります。その際、
この欄で希望する値を指定しておくと、鳴っている音
のうち、下から数えて、その数の音符が途切れないよ
う、保持されます。この値の設定範囲は 0から 16です。
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➯ The Grand 3 は、再生中にプロセッサーへの負荷が 95 % を超える
と、音が途切れないよう、再生する音符の数を自動的に減らします。

“OPTIONS”ページ

“TUNING（チューニング）”

“Master Tune（マスター チューン）”ノブを使用すると、The Grand 3
全体のピッチを他の楽器に合わせることができます。値の設定範囲は

415.3Hz から 466.2Hz です。これは、MIDI 規格の“A3”（一般的な音
楽理論では“a1”または「一点イ」) を 440 Hz とした場合、-100 セン

トから +100 セント（± 1 半音）に相当します。既定（デフォルト）状
態では、The Grand 3 の“A3”のキーが、一般的な440 Hz に設定され

ています。

この、“A3”が 440 Hz のチューニングが、レコーディング時のオリ

ジナルの状態です。弦全体の調律方法は「ストレッチチューニング
（stretched tuning）」と呼ばれます。これは、ピアノ弦の非調和性

（inharmonicity）に合わせて、高音になるほど高め、低音になるほど低
めに設定するメソッドです。基本的に、本物のピアノらしさを出すに

は、この項目をオンにしておくことをおすすめします。“Stretched Tun-
ing（ストレッチチューニング）”ボタンをオフにすると、調律は平均
律になります（後述の“Scale”プリセットを利用しない場合）。このた

め、平均律に調整されている他の楽器と一緒に演奏する場合は、この
項目をオフにする必要があります。

また、The Grand 3 には、平均律以外にも多数の調律プリセットが備
わっているので、さまざまな音律を簡単に試すことができます。ヴェ

ルクマイスター（Werckmeister）、キルンベルガー（Kirnberger）など、
歴史的な音律も、調ごとに用意されています。

調律プリセットを読み込む 

• 調律プリセットをロードするには、“Scale”欄（“Stretched Tuning”
ボタンの下）をクリックし、ポップアップメニューから希望する項
目を選択してください。
ポップアップメニューには、サブメニューも含めて、標準付属のプ
リセットが一覧表示されます。ユーザー独自のプリセットがある場

合には、標準プリセットとはラインで区切られた形で、その項目も
表示されます。 

➯ 選択したプリセットをオフにするには、“Scale”ボタンをクリック
してください。このボタンが点灯していない場合は、オリジナルレ
コーディングの「ストレッチチューニング」になります。

ユーザー独自の調律プリセットを保存する

独自の調律プリセットを保存するには、以下の手順で操作してくださ

い（独自の調律プリセットの作成方法は後述）。

1.“Scale”ボタンの右にあるフロッピーディスクのアイコンをクリッ
クします。
ダイアログが表示されます。

2. 保存場所を指定したうえで、希望する名前をタイプ入力します。
3.［Save（保存）］ボタンをクリックします。
プリセットが保存され、ダイアログが閉じます。

調律プリセットを削除する

独自に作成した調律プリセットを削除するには、以下の手順で操作し

てください。

1.“Scale”欄をクリックし、ポップアップメニューから削除したいプ
リセットを選択します。

2.“Scale”欄の左側にある、ごみ箱アイコンをクリックします。
確認のダイアログが表示されます。

3.［Yes（はい）］ボタンをクリックすると、プリセットが削除され、ダ
イアログが閉じます。 

➯ 標準付属のプリセットは削除できません。 

➯ 調律プリセットの内容を変更すると、“Scale”欄に表示されたプリ
セット名の最後に星印（*）が付けられます。これによって、そのプ
リセットが、保存されているものとは違うことがわかります。変更
したプリセットを保存すると、この星印は消えます。

Repedaling
（ペダルの踏み
直し）

本物のアコースティックピアノでは、ダンパーペダル
から足を離したあと、弦が振動している間にもう一度、
ペダルを踏むという演奏テクニックがあります。この
場合、振動エネルギーが弦に残っている間は、その余
韻が続きます。この項目をオンにすると、このテクニッ
クに似た効果が得られます。ただし、この機能は、シ
ステムにかかる負荷が大きいので、処理能力が十分で
ないコンピューターでは、オフにしてください。

項目 内容
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標準付属の調律プリセット

現在の西洋音楽で最も一般的な音律は平均律です。半音 1 つ分を 100

セントとした音程の単位は、この平均律がベースになっています。こ
の音律でピアノを調律すると、転調や移調がしやすくなります。同時

に、シンセサイザーなど、平均律に基づいた他の楽器と音がなじみや
すくなります。

The Grand 3には、そのほか、以下の調律プリセットが備わっています。 

• Arabic 1（アラビア 1。12音音階の各キー用） 

• Arabic 2（アラビア 2。12音音階の各キー用） 

• Arabic 3（アラビア 3。12音音階の各キー用） 

• Indian 1（インド1） 

• Kirnberger（キルンベルガー。12音音階の各キー用） 

• Pure Major（純正律長調。12音音階の各キー用） 

• Pure Minor（純正律短調。12音音階の各キー用） 

• Vallotti and Young（ヴァロッティとヤング。12音音階の各キー用） 

• Werckmeister（ヴェルクマイスター。12 音音階の各キー用）

音律を編集する

1 オクターブの中にある、それぞれの音の高さを編集することで、独自
の音律を作成できます（その場合、チューニング設定は、鍵盤上にあ

る、すべてのオクターブに対して均等に適用されます）。また、鍵盤全
体にわたってキー（鍵）を個別にチューニングすることもできます（そ

の場合は、チューニング設定が、該当するそれぞれのキーに対しての
み適用されます）。1 オクターブ内の音のピッチを編集して鍵盤全体に

適用すると、さまざまな音律を試せます。これに対して、各キーのピッ
チを個別に設定する方法は、ストレッチチューニングや、その他の特

殊な調律を試す場合に適しています。

1 オクターブ内の音の高さを編集して鍵盤全体に適用するには、以下の

手順で操作してください。

1. グラフィック ディスプレイのフレーム内、右上隅にある“Oct”ア
イコンをクリックします。

2. グラフィックディスプレイに表示された「音律エディター」の中で、
希望する音名の“Offset”コラムをクリックします。
該当する欄が、数値を入力できる状態になります。

3. 希望する値を半角数字でタイプ入力するか、上下の矢印キー、また
はマウスホイールを使って設定します。
値の設定範囲は -100.00セントから +100.00 セントです。

オクターブ内にある 12 の音のチューニング設定（オフセット）が、す

べてのオクターブに対して均等に適用されます。

オクターブ単位ではなく、鍵盤上にあるキー（鍵）のピッチを個別に

設定するには、以下の手順で操作してください。

1. グラフィックディスプレイのフレーム内、右上にある 4 分音符アイ
コン（“Oct”アイコンの下）をクリックします。

2.「音律エディター」内で希望する音名の“Offset”コラムをクリック
します。
該当する欄が、数値を入力できる状態になります。

3. -100.00 セントから +100.00 セントの間で希望するチューニング
オフセット値を設定します。

チューニング設定は、128 あるキーのそれぞれに対して個別に適用さ
れます。

“Absolute（絶対）”モードと“Relative（相対）”モード

MIDI ノートデータには、マイクロチューニング情報を含めることがで
きます。これは、ひとつひとつの音符にチューニングオフセットを指

定できることを意味します。The Grand 3 が“Absolute（絶対）”、
“Relative（相対）”、どちらのモードに設定されているかで、入力され

たノートのマイクロチューニング情報の取り扱い方が変わります。

Scala ファイルを読み込む

The Grand3 には一般的な“Scala”形式のファイル（拡張子“.scl”）を

読み込めます。このため、何千種類もの調律ファイルを利用できます。

Scala ファイルを読み込むには、以下の手順で操作してください。

1.“Scale”欄をクリックし、ポップアップメニューから“Import Scale...
（調律ファイルの読み込み）”を選択します。

2. 表示されたダイアログで、希望するファイルを選択します。
3.［Open（開く）］ボタンをクリックします。
ファイルが読み込まれ、ダイアログが閉じます。
読み込んだファイルは、ユーザープリセットフォルダーに保存され

ます。これ以降、ユーザー独自の調律プリセットと同じように、ポッ
プアップメニューから選択できます。 

➯ 同じ操作で複数のScalaファイルを一度に読み込むこともできます。

チューニング設定の適用量を設定する

“Amount”欄のノブと数値欄では、調律プリセットの適用量を調整し

ます。設定範囲は 0% から 100% です。グラフィックディスプレイの
「音律エディター」で設定されたとおりの状態を 100 % として、相対的

な値を設定します。0 %の場合、チューニング設定は適用されません。

項目 内容

Absolute
（絶対）

入力された MIDI ノートのマイクロチューニング情報は
無視され、The Grand 3 に設定されている音律が適用され
ます。

Relative
（相対）

入力されたMIDI ノートは、そのマイクロチューニング情
報と、The Grand 3自体に設定されているチューニングオ
フセットの両方に従って再生されます。
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システムパフォーマンス設定

“OPTIONS”ページでは、“SETTINGS”表示の下にあるスライダーで、

ハードディスクとメインメモリー（RAM）の相対的な使用比率を設定
できます。詳細については 26 ページの『ハードディスクとメモリーの

使用バランスを設定する（“OPTIONS”ページ）』を参照してください。

Tooltips（ツールチップ）

コントロール要素にマウス ポインターを合わせると、その要素につい

ての情報が英語で表示されます。“Tooltips”ボタンをオフにすると、こ
のツールチップ機能がオフになります。

The Grand 3単体モードのコントロール要素
The Grand 3 をスタンドアローンのアプリケーションとして起動する
と、ウィンドウ上部には、プラグインとして起動した場合にはないコ

ントロール要素がいくつか表示されます。

単体のアプリケーションとして The Grand 3 の設定を行なう方法につ

いては、8ページの『アプリケーションとしての The Grand 3と ReWire』
を参照してください。

キーボードショートカットダイアログ

アプリケーションとして The Grand 3 を使用する場合、画面上のコン
トロール要素を使って実行できる主な機能は、キーボードショート

カットでも実行できます。“Key Commands（キーボードショートカッ
ト）”ダイアログには、実行できる機能と、それに対応したキーボード

ショートカットの一覧が表示されます。

機能は、Windows のExplorer や MacOS の Finder と同じように、フォ

ルダー形式で階層表示されます。フォルダーの左側にある“+”マーク
をクリックすると、そのフォルダーが開き、そこに収められた機能と、

割り当てられているキーボードショートカットが表示されます。

キーボードショートカットを設定するには、以下の手順で操作します。

1. ウィンドウ上部の左側、MIDI 入力欄の右にあるアイコン（小さな
“A”の付いたグレーの四角形）をクリックします。
“Key Commands”ダイアログが表示されます。

2. ダイアログ内左側の機能リスト内で、希望するカテゴリー（フォル
ダー）の“+”マークをクリックします。
フォルダー内の機能と、対応するキーボードショートカットが、一

覧表示されます。
ダイアログ内、左上隅にある“All（すべて）”という、プラスとマイ

ナスのチェックボックスをクリックすると、すべてのフォルダーを
まとめて開いたり閉じたりできます。

3. 機能リスト内で、希望する項目を選択します。
選択した機能に対してキーがすでに設定されている場合、機能リス

トの“Keys”コラムと、ダイアログ内で右側にある“Keys”リスト
に、その内容が表示されます。

ダイアログ内、上部にある、拡大鏡アイコンのついた検索欄を使う
と、特定の機能の名前を英語で検索できます。使用するには、半角

英字で検索する用語をタイプ入力し、拡大鏡アイコンをクリックす
るか、［Enter］キーを押してください。

4. 希望する機能項目が見つかったら、ダイアログ内、右側にある“Type
in Key”欄をクリックし、キーボードショートカットとして使用し
たいキーを押します。
文字キーを単独で使うことも、文字キーと修飾キー（[Alt]/[option]、

[Ctrl]/[command]、[Shift]）をセットで使用することもできます。

5. そのまま、欄の上にある［Assign］ボタンをクリックすると、その
キーボードショートカットが機能に割り当てられます。
割り当てられたショートカットは、“Keys”リストに表示されます。

6. 必要に応じて、他の機能にもショートカットを割り当てます。
7. すべての割り当てが完了したら、［OK］ボタンをクリックして、ダ
イアログを閉じます。

ここをクリックすると...

...キーボードショートカットダイアログが表示されます。
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• 割り当てようとするキーボードショートカットが、すでに他の機能
に割り当てられている場合、［Assign］ボタンをクリックすると、割
り当てを実行する（他の機能に対する割り当てを解除する）か、キャ
ンセルするかを尋ねるメッセージが表示されます。

確認のメッセージ：「“Shift + L”は、すでに“File -> Load MIDI File”
のキーボードショートカットとして使用されています。このショート
カットを新たに割り当てますか？」 

• 同じキーボード ショートカットを異なる機能に割り当てることは
できません。しかし、同じ機能に対して複数のキーボードショート
カットを割り当てることはできます。 

• キーボードショートカットを削除するには、まず、希望する機能項
目を選択します。続いて、“Keys”リスト内の項目を選択し、リスト
の下、左側にある削除ボタン（ごみ箱アイコン）をクリックします。

MIDI 入力ポートとオーディオ出力ポートを設定する

単体アプリケーションとしての The Grand 3 には、ウィンドウ上部の

左側に MIDI 入力ポートとオーディオメイン出力ポートの設定欄があ
ります。

MIDI 入力ポート欄のポップアップメニューには、コンピューターに接
続されている、すべての MIDI デバイスが表示されます。 

• 使用する MIDI デバイスを選択するには、MIDI 入力ポート欄をク
リックし、ポップアップメニューから希望する項目を選択してくだ
さい。

ウィンドウ内、左上隅には、オレンジ色の「MIDI 入力インジケーター」

があります。これは、現在選択されている MIDI 入力ポートから、ノー
トオン /オフ、またはコントローラーメッセージが入力されると点灯

します。これを利用すると、The Grand 3 と外部 MIDI キーボードが適
切に接続されているか確認できます。

オーディオ出力ポート欄のポップアップメニューには、選択されてい
るオーディオデバイスの出力ポートがすべて表示されます。 

• The Grand 3 のメイン出力ポートを選択するには、オーディオ出力
ポート欄をクリックし、ポップアップメニューから希望する項目を
選択してください。
オーディオ出力ポートを選択すると、フロントチャンネルとリア
チャンネルに対して出力ポートが順に割り当てられます。たとえば、

1、2、3、4という順番、あるいは、ポートが 5 から始まるときに
は、5、6、7、8という順番になります。

また、[Alt]/[option]-[Shift] を押した状態で出力ポートを選択する
と、フロントチャンネルとリアチャンネルに対して出力ポートがペ

アで割り当てられます。たとえば、1、2、1、2、あるいは、5、6、
5、6といった割り当てです。 

➯ リアチャンネル用ポートのオン /オフ切り替えや、ASIOオーディオ
ドライバーの設定を行なうには、“Preferences（環境設定）”ダイア
ログを使用してください。“Preferences（環境設定）”ダイアログの
詳細については、9ページの『Preferences（環境設定）ダイアログ』
を参照してください。

スクラッチパッド（Scratch Pad）

スクラッチパッドを使うと、MIDI ファイルを再生したり、演奏を録音

したりすることができます。具体的には、スタンダードMIDI ファイル
形式（ファイル拡張子“.mid”）のファイルを読み込んで再生すること、

そして、録音した曲をスタンダードMIDI ファイルとして保存すること
が可能です。「トランスポートセクション」には、再生、停止、録音、

サイクルという 4つのボタンがあります。その左側にあるディスプレ
イ欄には、現在の再生ポジションや、MIDI ファイルのテンポと拍子な

どが表示されます。また、録音や練習の際に役立つ、メトロノーム機
能も備わっています。

再生 停止 録音 サイクル

MIDI ファイル
を開く

MIDI ファイル
を保存

録音モードの
選択

メトロノームの
設定

再生ポジション
スライダー

テンポトラックの
オン / オフ切り替え

テンポ
表示欄

テンポを
調整

拍子表示欄

ファイル情報アイコン

再生ポジション
表示欄

時間単位の
切り替え

MIDI チャンネルフィルター
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トランスポートセクションを使う 

• 読み込んだMIDI ファイルを再生するには、再生ボタンをクリックし
てください。
再生は常に再生ポジションからスタートします。必ず曲の最初から

再生されるわけではないので注意してください。 

• 現在の再生ポジションで再生を停止するには、停止ボタンをクリッ
クします。
この状態で、再生ボタンをクリックすると、その位置から再生が続

行されます。 

• 停止ボタンを 2 回クリックすると、再生ポジションが MIDI ファイ
ルの最初にリセットされます。 

• 録音を開始するには、録音ボタンをクリックします。 

• リピート再生をしたい場合は、サイクルボタンをクリックして、オ
ンにします。

MIDI ファイルを読み込む

スタンダード MIDI ファイル形式（ファイル拡張子“.mid”）のファイ
ルを読み込むには、以下の手順で操作してください。

1. 再生ボタンの下にある“Load MIDI File...（MIDI ファイルの読み込
み）”ボタンをクリックします。
ダイアログが表示されます。

2. 希望するファイルを選択します。

3.［Open（開く）］ボタンをクリックします。
ファイルが読み込まれ、ダイアログが閉じます。

MIDI ファイルを保存する

録音した演奏を MIDI ファイルとして保存するには、以下の手順で操作
してください。

1. 停止ボタンの下にある、フロッピーディスクのアイコンをクリック
します。
ダイアログが表示されます。

2. 保存場所を指定したうえで、希望する名前をタイプ入力します。

3.［Save（保存）］ボタンをクリックします。
ファイルが保存され、ダイアログが閉じます。

ファイル情報アイコン（Info Icon）

再生ポジション表示欄の左にある“i”のアイコンにマウスポインター
を合わせると、現在ロードされている MIDI ファイルの名前がツール

チップ形式で表示されます。

MIDI チャンネルフィルターを使う

ロードした MIDI ファイルに複数の MIDI チャンネルのデータが含まれ

ている場合、その中から特定のチャンネルだけを選んで再生できます。
ファイル情報アイコン（“i”）の右にある欄をクリックし、表示された

ポップアップメニューから、希望するチャンネルを選択してください。
“All”を選択すると、すべてのMIDI チャンネルが再生されます。

再生ポジション（Song Position）

再生ポジション表示欄には、現在の再生位置が数字で表示されます。そ
の下にある水平のバーには、曲全体に対する現在の相対的な再生ポジ

ションがグラフィック表示されます。このバーは「再生ポジションス
ライダー」と呼ばれます。 

➯ MIDIファイルを読み込むと、このバーは右いっぱいまで表示されま
すが、再生ボタンをクリックすると、曲の頭から再生がスタートし
ます。 

• 再生ポジションを移動させるには、再生ポジションスライダー上の
希望する位置をクリックするか、スライダー（バー）の右端をドラッ
グしてください。 

• 表示される時間の単位を変更するには、再生ポジション表示欄の右
にある 4 分音符または時計のアイコンをクリックします。4 分音符
が表示されているときは小節 / 拍単位、時計が表示されているとき
は時/ 分/ 秒単位になります。

テンポと拍子

The Grand3 を単体アプリケーションとして使用する場合、スクラッチ
パッドやメトロノーム用にテンポと拍子を設定できます。この設定に

は、再生ポジション表示欄の下に表示される、テンポと拍子の表示欄
とコントロール要素を利用します。

項目 内容

［TEMPO］ボタン
（Track/Fixed）

このボタンをクリックすると、“TRACK（トラッ
ク）”、“FIXED（固定）”という 2 種類の間でテン
ポモードが切り替わります。“TRACK”の場合、再
生は MIDI ファイルに記録されているオリジナル
のテンポで行なわれます。“FIXED”の場合、テン
ポ欄で設定されている値に従って再生されます。

テンポ表示欄 テンポモードが“FIXED（固定）”の場合、読み込
まれた MIDI ファイルや録音した演奏データは、こ
の欄で設定されたテンポで再生されます。設定範
囲は 1.000BPM から 300.000BPMです（“BPM”は
1 分あたりの拍数。Beat Per Minute）。
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演奏を録音する

1. TheGrand 3には、いくつかの録音モードがあります。希望するモー
ドを選択するには、録音ボタンの下にある、丸いアイコンをクリッ
クしてください。ポップアップメニューにすべてのモードが表示さ
れます。各モードの内容は、以下のとおりです。

2. 録音を始めるには、録音ボタンをクリックします。
録音がスタートすると、再生ポジションスライダーがアニメーショ
ン表示され、録音中であることを示します（いくつかの小さなバー

が左から右へと移動します）。

3. 演奏が済んだら、停止ボタンをクリックしてください。 

• 録音した演奏内容は MIDI ファイルとして保存できます。詳細は 24
ページの『MIDIファイルを保存する』を参照してください。

メトロノームを使う

メトロノームには、オン/ オフのほか、「カウントイン」モードがあり
ます。モードを選択するには、サイクルボタンの下にあるメトロノー

ムボタンをクリックし、ポップアップメニューから希望する項目を選
択してください。項目の内容は、以下のとおりです。

メトロノームアイコンの右にあるノブを使うと、メトロノームの音量

を調整できます。メトロノームの設定は、“Preferences（環境設定）”
ダイアログでも行なえます。詳細については、9 ページの『Preferences

（環境設定）ダイアログ』を参照してください。

出力レベル（Volume）

ウィンドウの右上隅にあるノブを使うと The Grand 3 の全体的な出力

レベル（音量）を調整できます。これには、メイン出力ポート、リア
チャンネル用出力ポート、メトロノームという 3 種類の出力信号が含

まれます。

システムパフォーマンスについて
それぞれのピアノモデルは、数ギガバイトのサンプルデータを利用し

ます。そのため、コンピューターは、大量の処理操作を行なう必要が
あります。The Grand 3 には、コンピューターのパフォーマンスを最適

化するため、いくつかの補助機能が備わっています。以下では、これ
らの機能をご紹介します。

ECO Mode（ECOモード )

システムにかかる負荷を軽減するモードです。グランドピアノの各モ
デルは、最大20 のベロシティー段階（レイヤー）にわたってサンプリ

ングされていますが、このモードでは、そのうち、7 段階分だけが使用
されます。これによって、コンピューターへの負担が大きく減少しま

す。シーケンサーアプリケーションで The Grand 3 と共に多数のオー
ディオトラックやプラグインエフェクトを使用する場合は、必要に応

じて、このモードを試してみてください。 

• ECO モードに切り替えるには、パネル（ウィンドウ）上部の全般コ
ントロールバーにある“ECO Mode”ボタンをクリックします。
ECO モード用のピアノモデルデータがロードされます。 

• ECOモードがオンになると、ボタンが赤く点灯します。 

➯ ピアノモデルのロード操作が完了するまでには、一定の時間が、か
かります。

ECO モードをオフにすると、再び、フルセットのサンプルデータが

ロードされます。グランドピアノの場合、最大で 97 のキー（鍵）に対
して 20のベロシティーレイヤーデータが使用されます。

テンポを調整
（Adjust Tempo）

テンポモードが“TRACK”に設定されている場合、
テンポ表示欄の右にノブが表示されます。このノ
ブを使うと、MIDI ファイルのオリジナルテンポに
対する相対的なテンポを設定できます。設定範囲
は、オリジナル テンポの半分 (-50%) から 2 倍
(+100%) です。

SIGN.
（拍子/Time
signature）

ここでは拍子を設定します。［TEMPO］ボタンと
同じに見えますが、“SIGN.”という表示はボタン
ではありません。その右の拍子表示欄に希望する
値を半角数字とバックスラッシュ“/”を使ってタ
イプ入力してください（例：3/4、6/8、4/4 など）。

項目 内容

Direct
（ダイレクト）

録音ボタンをクリックすると、すぐに録音がス
タートします。

MIDI MIDI ノートが入力されると同時に、録音がスター
トします。

Count In 1
（カウントイン 1）

1 小節分のプリカウントのあと、録音がスタート
します。

Count In 2
（カウントイン 2）

2 小節分のプリカウントのあと、録音がスタート
します。

項目 内容

Off（オフ） メトロノームがオフになります。

項目 内容

Count In
（カウントイン）

録音のプリカウント中だけ、メトロノームが鳴ります。

On（オン） 再生、録音、どちらの場合にも、メトロノームが鳴り
ます。

項目 内容
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RAM Save（RAMセーブ）

これは、システムパフォーマンスの最適化に欠かせない機能です。現

在のプロジェクト（曲）をひととおりチェックし、必要ないサンプル
データが収められたメモリーを解放します（ロードしたデータが「ア

ンロード」されます）。

RAM セーブを実行するには、以下の手順で操作してください。

1. 全般コントロールバー上の“RAM Save”ボタンをクリックします。
ボタンがオンになり、ダイアログが表示されます。

.

確認のメッセージ：「必要なサンプル情報の収集をスタートします
か？“RAM Save”ボタンを再びクリックすると、必要ないサンプル
がすべてアンロードされます」

2. RAMセーブを実行するには、［Yes（はい）］ボタンをクリックします。
“RAM Save”ボタンが点滅します。

3. ホストアプリケーションで TheGrand 3 のパートの開始位置から終
了位置まで（または必要なキー（鍵）が、ひととおり、すべて再生
された位置まで）を再生します。

4.“RAM Save”ボタンを再びクリックします。
再び、ダイアログが表示されます。

確認のメッセージ：「使用されていないサンプルをすべてアンロード
しますか？」

5.［Yes（はい）］ボタンをクリックすると、使用されていないサンプル
データの収められているメモリーが解放されます。
“RAM Save”ボタンの点滅が停止します。ただし、RAM セーブ機能

がオンになっていることを示すため、点灯した状態が保持されます。

6. 解放されたメモリーに割り当てられていたサンプル データを再び
読み込むには、“RAM Save”ボタンをもう一度クリックします。RAM
セーブ機能がオフになります。
RAM セーブ機能をオフにしてよいかを尋ねるダイアログが表示さ
れます。［Yes（はい）］ボタンをクリックすると、ボタンの「点灯」

が消えた状態になり、サンプルが再びロードされます。 

➯ アンロードされていたサンプルデータの量によって、再ロードには、
一定の時間がかかります。

“SOUND”パラメーター（“MODEL”ページ）

このページにあるパラメーターは、ピアノ サウンドの細かいニュアン

スを再現する要素です。どれをオフにしても、メインメモリーとハー
ドディスクに対する負荷が減ります。これによって、処理能力の低い

システムでは、同時に再生できる音の数が増えることがあります。

ハードディスクとメモリーの使用バランスを設定する
（“OPTIONS”ページ）

各ピアノモデルのサンプル データは膨大な量なので、すべてをコン

ピューターのメモリーにロードすることはできません。このため、The
Grand 3 は、各サンプルの最初の数ミリ秒分だけをメインメモリーに

収め、残りのデータは再生中に絶え間なく読み込み続けます。再生す
べき音符が増えるほど、ハードディスクに対する負荷も大きくなるの

で、あらかじめ、できるだけ多くのデータをメインメモリーにロード
する方が効率的に再生できます。しかし、そうすると、他のアプリケー

ション用のメモリーが、その分、減少します。このため、The Grand 3
は、ハードディスクとメインメモリー（RAM）の使用バランスを設定

して、システムパフォーマンスを最適化できるようになっています。

このバランスを設定するには、“OPTIONS”ページ、“SETTINGS”表示

の下にある、“Disk streaming <> RAM usage（ディスクストリーミン
グと RAM使用の比率）”スライダーを使用します。 

• 使用しているハードディスクからのデータ供給が再生に追いつかな
い場合は、スライダーを右に動かし、メモリーの使用比率を上げて
みてください。 

• 他のアプリケーションに割り当てるメモリーを増やしたい場合は、
スライダーを左に動かします。TheGrand 3のメモリー消費が減り、
ハードディスクの使用比率が上がります。

Steinberg ロゴのすぐ下、「パフォーマンスメーター」セクション（後
述）にある“MEM（メモリー）”欄に、変更内容が反映されます。 

➯ 現在、システムパフォーマンスに問題がない場合、この欄の設定は、
そのままにしておくことをおすすめします。 

➯“Disk streaming <> RAM usage（ディスクストリーミングと RAM
使用の比率）”スライダーをどの位置に設定してもパフォーマンスに
問題がある場合は、ECO モードをオンにしてください。それによっ
て、使用するベロシティーレイヤーの数が減るので、システムにか
かる負荷も小さくなります。詳細については 25 ページの『ECO
Mode（ECO モード)』を参照してください。



27

The Grand 3

パフォーマンスメーター

Steinberg ロゴのすぐ下には、プロセッサーやハードディスクにかかっ

ている負荷やメモリーの使用量などを示すメーターと数値表示欄があ
ります。各項目の内容は以下のとおりです。 

➯ 上記の対処方法を実行してもパフォーマンスに問題がある場合は、
ECO モードをオンにしてください。それによって、使用するベロシ
ティーレイヤーの数が減るので、システムにかかる負荷も小さくな
ります。詳細については 25ページの『ECOMode（ECOモード )』を
参照してください。

十分なメモリーがないときに The Grand ３をロードするには

サンプルベースのプラグイン インストゥルメントを数多く使用して
いる場合などには、The Grand 3 をロードしようとしても、割り当てる

メモリーが足りないことがあります。

そうした場合には、ダイアログが開かれ、The Grand 3 をロードする方

法を選択できます。選択できるオプションは、以下のとおりです。 

• 上記オプションのうち、希望するものを選択して、［OK］ボタンを
クリックします。
選択したオプションでメモリーの消費が十分に減る場合は、The

Grand 3 を、そのまま使用できます。しかし、選択したオプション
によってメモリー不足が解消しない場合は、ダイアログが再び開か

れるので、別のオプションを選択してみてください。

項目 内容

CPU
（プロセッサー）

このメーターには、再生や録音の最中、プロセッ
サーにかかっている負荷の量がグラフィック表
示されます。再生ボイスの数が増えるほど、負荷
も増えます。メーターの右端にある、赤い「オー
バーロード インジケーター」が点灯した場合、
“CONTROL”ページの“MaxVoices（最大同時発音
数）”の値を下げられるようであれば、下げてみて
ください。また、“MODEL”ページの項目をオフに
して、プロセッサーへの負荷を減らすこともできま
す。

Disk
（ハードディスク）

このメーターには、ピアノモデルをロードしたり、
サンプルデータをストリーミングしたりする場合
など、ハードディスクとやり取りされるデータの量
がグラフィック表示されます。メーターの右端にあ
る、赤い「オーバーロードインジケーター」が点灯
した場合、ハードディスクからのデータ供給速度が
足りないことを意味しています。その場合、
“OPTIONS”ページにある、“Disk streaming <> RAM
usage（ディスク ストリーミングと RAM 使用の比
率）”スライダーを“RAM”方向にセットすると、
状況が改善されることがあります。また、
“CONTROL”ページの“MaxVoices（最大同時発音
数）”の値を下げられるようであれば、下げてみて
ください。それでも改善しない場合は、“MODEL”
ページの項目をオフにしても、ハードディスクへの
負荷を減らせます。

Voices
（ボイス数）

この欄には、現在、再生されているボイス（楽音）
の数が表示されます。パフォーマンスに問題がある
場合は、この欄を確認してください。たとえば、
“CONTROL”ページの“MaxVoices（最大同時発音
数）”の値を下げる必要があるかどうか、判断する
基準になります。

MEM（メモリー） パフォーマンスに問題がある場合は、この欄も
チェックする必要があります。たとえば、他のアプ
リケーション用にメモリー スペースを空ける必要
がある場合には、“OPTIONS”ページにある、“Disk
streaming <> RAM usage（ディスクストリーミン
グとRAM 使用の比率）”スライダーを“Disk”方向
にセットしたうえで、この欄を確認しながら再生し
てみてください。

項目 内容

Switch to ECO Mode
（ECOモードに切り
替える）

The Grand 3は、ECOモードでロードされます。
ECOモードの詳細については、25ページの『ECO
Mode（ECO モード)』を参照してください。

Disable Sustain
Resonance Layer
（ダンパー解放レゾナ
ンスをオフにする）

The Grand 3は、ダンパー開放レゾナンス用のサ
ンプルレイヤーなしでロードされます。

Reduce RAM usage
(Disk<>RAM)
（RAMの使用比率を
下げる（ディスク<>
RAM）

このオプションを選択すると、“OPTIONS”ペー
ジにある、“Disk streaming <> RAM usage（ディ
スクストリーミングと RAM使用の比率）”スラ
イダーの設定が“Disk”方向に 1 段階、移動し
た状態でThe Grand 3 がロードされます。
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MIDI コントローラーを使う
The Grand 3は、既定（デフォルト）状態で、ほとんどのパラメーター

が、すでにMIDI コントローラーに割り当てられています。この設定を
変更して、独自のコントローラー割り当てを行えるよう、The Grand 3

には、便利な「学習機能」が備わっています。この機能を使うと、外
部の MIDI キーボードやコントローラーに合わせた割り当てを設定で

きます。割り当てるコントローラーのそれぞれに対して最小値と最大
値を設定すると、より効率よく正確にコントロールできます。

MIDI コントローラーを割り当てる

1. リモートコントロールしたいコントロール要素（ノブなど）を右ク
リックします。

2. 表示されたコンテキストメニューから、“LearnCC”（コンティニュ
アスコントローラーを学習）を選択します。

3. 外部の MIDI キーボードまたはコントローラー デバイスで、希望す
るコントロール要素（ノブ、フェーダー、ボタンなど）を操作します。 

➯ コントローラーを割り当てた TheGrand 3 のコントロール要素を右
クリックすると、ポップアップメニューには、割り当てたコント
ローラーの名前が表示されます。 

➯ 同じ MIDI コントローラーを The Grand 3 の異なるパラメーターに
割り当てることができます。しかし、異なるMIDI コントローラーを
TheGrand 3の同じパラメーターに割り当てることはできません。

MIDI コントローラー割り当てデータを削除する

設定した MIDI コントローラー割り当てのデータを削除するには、該当

するコントローラー要素を右クリックし、コンテキストメニューから、
“Unassign（割り当て解除）”を選択してください。

パラメーターの範囲を設定する

MIDI コントローラーを割り当てた、それぞれのパラメーターに対して、

最大値と最小値を個別に設定できます。パラメーターをより確実にコ
ントロールできるようになるので、ライブ演奏など、さまざまな状況

で役立ちます。 

• パラメーターの最小値を設定するには、まず、希望するコントロー
ル要素を最小値にセットします。続いて、その要素を右クリックし、
コンテキストメニューから“Set Minimum（最小値をセット）”を
選択します。 

• パラメーターの最大値を設定するには、まず、希望するコントロー
ル要素を最大値にセットします。続いて、その要素を右クリックし、
コンテキストメニューから“Set Maximum（最大値をセット）”を
選択します。

希望するコントロール要素
を右クリックして…

…ポップアップメニューから
“Learn CC”を選択。

希望するコントロール要素
を最小値にセットして…

…ポップアップメニューから
“Set Minimum”を選択。
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MIDI コントローラーの一覧
パネル（ウィンドウ）内にある、以下のパラメーターは、外部 MIDI コ

ントローラーを使って制御できます。各パラメーターに対応している
コントローラーの番号と名前は、既定（デフォルト）の割り当て設定

を表しています。

ページ TheGrand 3の
パラメーター

コントロー
ラー番号

コントローラー名

すべての
ページ

Main Volume 07 Main Volume

Model Sustain Resonance 75 Sound Controller #6

String Release 76 Sound Controller #7

Key Sound 77 Sound Controller #8

Hammer Release 78 Sound Controller #9

Damper Pedal 79 Sound Controller #10

Modulation On/Off
（CP80のみ）

93 Effect 3 Depth

Modulation Depth
（CP80のみ）

75 Sound Controller #6

Modulation Speed
（CP80のみ）

76 Sound Controller #7

Modulation
Feedback
（CP80のみ）

77 Sound Controller #8

Modulation Phase
（CP80のみ）

78 Sound Controller #9

Modulation Mix
（CP80のみ）

79 Sound Controller #10

Tremolo On/Off
（CP80のみ）

14 -

Tremolo Depth
（CP80のみ）

12 Effect Control 1

Tremolo Speed
（CP80のみ）

13 Effect Control 2

Equalizer EQ On/Off - -

Low Gain - -

Low Frequency - -

Low Q - -

Mid 1Gain - -

Mid 1 Frequency - -

Mid 1Q - -

Mid 2Gain - -

Mid 2 Frequency - -

Mid 2Q - -

High Gain - -

High Frequency - -

High Q - -

Ambience Left/Right 10 Pan

Rear/Front - -

Reverb On/Off - -

Room Size - -

Reverb Time - -

Pre-Delay - -

ReverbMix 91 Effect 1 Depth

ページ TheGrand 3 の
パラメーター

コントロー
ラー番号

コントローラー名
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オートメーションパラメーターの一覧
以下のパラメーターは、ホスト アプリケーションから自動制御するこ

とができます。

ページ TheGrand 3 のパラメーター

すべてのページ Main Volume

Model Sustain Resonance

String Release

Key Sound

Hammer Release

Damper Pedal

Modulation On/Off（CP80のみ）

ChorusDepth（CP80 のみ）

ChorusSpeed（CP80 のみ）

ChorusFeedback（CP80 のみ）

ChorusPhase（CP80 のみ）

Flanger Depth（CP80のみ）

Flanger Speed（CP80のみ）

Flanger Feedback（CP80のみ）

Flanger Phase（CP80 のみ）

Phaser Depth（CP80のみ）

Phaser Speed（CP80のみ）

Phaser Feedback（CP80 のみ）

Phaser Phase（CP80 のみ）

Modulation Mix（CP80のみ）

TremoloOn/Off（CP80のみ）

TremoloDepth（CP80 のみ）

TremoloSpeed（CP80 のみ）

Equalizer EQOn/Off

1 Low Gain

1 Low Frequency

1 Low Q

2Mid Gain

2Mid Frequency

2Mid Q

3Mid Gain

3Mid Frequency

3Mid Q

4High Gain

4High Frequency

4High Q

Ambience Left/Right

Rear/Front

Reverb On/Off

Room Size

Reverb Time

Pre-Delay

ReverbMix

ページ TheGrand 3 のパラメーター
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索　引
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